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先進国で実施された電波周波数の競売（オークション）といわれます。もっとも，オー
クションによる民営化が，常に最適な資源配分を実現できるわけではないことも経験的
に明らかになっています。それゆえに，どのような制度設計を行えば，オークションに
よる民営化が社会的厚生に資するかという研究は，大きな社会的意義を有しています。
そうした，極めて公共性の高い研究内容を有するのが，先生が翻訳された著作です。
　オークションは，近年日本でも，少数ながら実施されている「コンセッション」にも
利用可能です。山本先生は，上下水道事業におけるコンセッションの可能性を検討する
ために，本学に水循環システム研究所を設立されましたが，こうした活動を通して，「学
の活用」という早稲田の教旨を実践されてきたといえます。
　教育者としての先生がどのような存在であったかは，残念ながらあまり知る術がな
かったのですが，類推するに，学生の問題意識と自主性を尊重する教育，議論を誘発す
る教育を実施されてきたのではないかと思います。
　私的な事柄になりますが，博士論文を単著として刊行した直後，学部運営委員会での
雑談の折，近頃，専門書は売れないという話題になりました。その際，山本先生から「藤
田君，大丈夫だよ。２刷はいくよ」と励まされました。残念ながら，その本は２刷には
至りませんでしたが，幸いにその本で学会賞を受賞することができました。そうした意
味では，私にとって山本先生は福の神的な存在であるといえます。
　早稲田大学の規程に沿って，山本先生は，この３月をもって早稲田大学の教壇を去ら
れますが，研究者としての人生に定年はありません。先生のこれまでの早稲田大学とく
に商学部に対するご貢献に深甚なる感謝の意を表するとともに，健康を回復され，今後
も研究などの活動に従事できることを祈念して，私の送別の辞とさせて頂きます。
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